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(57)【要約】
【課題】  １水平走査期間が短い場合、画素への充電時
間が不足して充電不足が発生し、それがフリッカー原因
となる。
【解決手段】  １水平走査期間の長さを複数もち、充電
極性が－極性の場合は１水平走査期間を短くし、充電極
性が＋極性の場合は１水平走査期間を長くする。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】基板上に、走査信号を伝達する複数のゲー
ト線と、画像信号を伝達する複数のソース線とがそれぞ
れ直交するように設けられ、かつ、前記複数のゲート線
と複数のソース線との各交差点に対応して、ゲート線及
びソース線に接続されたスイッチング素子と、前記スイ
ッチング素子を介して前記ソース線に接続された画素電
極とが設けられた液晶表示装置を駆動する駆動装置であ
って、水平走査期間の長さを複数種類持つことを特徴と
する液晶駆動装置。
【請求項２】水平走査期間の長さは、画素に充電する信
号の電位が前フレームよりも高い場合の方が、前フレー
ムよりも低い場合よりも長いことを特徴とする、請求項
１に記載の液晶駆動装置。
【請求項３】画素極性配置は、横一列同一極性のライン
と（これをＡと呼ぶ）、１画素毎に極性が反転するライ
ンと（これをＢと呼ぶ）、前記横一列同一極性のライン
（Ａ）とは極性が反対のラインと（これをＣのラインと
呼ぶ）、前記１画素毎に極性が反転するライン（Ｂ）と
は極性が反対のライン（これをＤと呼ぶ）とで構成さ
れ、前記Ａ～ＤのラインをＡ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ａ、Ｂ、
Ｃ、Ｄ・・・と繰り返すことを特徴とする、請求項１に
記載の液晶駆動装置。
【請求項４】Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄの位置がフレーム毎に変化
することを特徴とする、請求項３に記載の液晶駆動装
置。
【請求項５】基板上に、走査信号を伝達する複数のゲー
ト線と、画像信号を伝達する複数のソース線とがそれぞ
れ直交するように設けられ、かつ、前記複数のゲート線
と複数のソース線との各交差点に対応して、ゲート線及
びソース線に接続されたスイッチング素子と、前記スイ
ッチング素子を介して前記ソース線に接続された画素電
極とが設けられた液晶表示装置を駆動する駆動装置であ
って、映像信号を１ライン分記憶することのできる記憶
手段を２ライン分有することを特徴とする液晶駆動装
置。
【請求項６】水平走査期間の長さを複数種類持つことを
特徴とする、請求項５に記載の液晶駆動装置。
【請求項７】記憶手段に記憶された映像信号を読み出す
場合の同期クロック信号の周波数は、外部より入力され
た映像信号の同期クロック信号の周波数と同一の周波数
であることを特徴とする、請求項５に記載の液晶駆動装
置。
【請求項８】記憶手段に記憶された映像信号を読み出す
場合の同期クロック信号の周波数は、外部より入力され
た映像信号の同期クロック信号の周波数とは異なる周波
数であることを特徴とする、請求項５に記載の液晶駆動
装置。
【請求項９】記憶手段に記憶された映像信号を読み出す
場合の同期クロック信号の周波数は、外部入力クロック
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の周波数に応じて自動的に変化することを特徴とする請
求項５に記載の液晶駆動装置。
【請求項１０】読み出しクロックの生成手段を、内部に
１つ以上備えることを特徴とする請求項５に記載の液晶
駆動装置。
【請求項１１】基板上に、走査信号を伝達する複数のゲ
ート線と、画像信号を伝達する複数のソース線とがそれ
ぞれ直交するように設けられ、かつ、前記複数のゲート
線と複数のソース線との各交差点に対応して、ゲート線
及びソース線に接続されたスイッチング素子と、前記ス
イッチング素子を介して前記ソース線に接続された画素
電極とが設けられた液晶表示装置を駆動する駆動装置で
あって、書きこみ動作と読み出し動作がそれぞれ独立し
た任意のタイミングで行うことが可能で、映像信号の入
力端子と出力端子がそれぞれ独立して備わっている記憶
手段を映像信号１ライン分有することを特徴とする液晶
駆動装置。
【請求項１２】水平走査期間の長さを複数種類持つこと
を特徴とする、請求項１１に記載の液晶駆動装置。
【請求項１３】記憶手段に記憶された映像信号を読み出
す場合の同期クロック信号の周波数は、外部より入力さ
れた映像信号の同期クロック信号の周波数と同一の周波
数であることを特徴とする、請求項１１に記載の液晶駆
動装置。
【請求項１４】記憶手段に記憶された映像信号を読み出
す場合の同期クロック信号の周波数は、外部より入力さ
れた映像信号の同期クロック信号の周波数とは異なる周
波数であることを特徴とする、請求項１１に記載の液晶
駆動装置。
【請求項１５】記憶手段に記憶された映像信号を読み出
す場合の同期クロック信号の周波数は、外部入力クロッ
クの周波数に応じて自動的に変化することを特徴とする
請求項１１に記載の液晶駆動装置。
【請求項１６】読み出しクロックの生成手段を、内部に
１つ以上備えることを特徴とする請求項１１に記載の液
晶駆動装置。
【請求項１７】基板上に、走査信号を伝達する複数のゲ
ート線と、画像信号を伝達する複数のソース線とがそれ
ぞれ直交するように設けられ、かつ、前記複数のゲート
線と複数のソース線との各交差点に対応して、ゲート線
及びソース線に接続されたスイッチング素子と、前記ス
イッチング素子を介して前記ソース線に接続された画素
電極とが設けられた液晶表示装置を駆動する駆動装置で
あって、１画面分の映像信号を記憶することのできる記
憶手段を有することを特徴とする、液晶駆動装置。
【請求項１８】水平走査期間の長さを複数種類持つこと
を特徴とする、請求項１７に記載の液晶駆動装置。
【請求項１９】記憶手段に記憶された映像信号を読み出
す場合の同期クロック信号の周波数は、外部より入力さ
れた映像信号の同期クロック信号の周波数と同一の周波
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数であることを特徴とする、請求項１７に記載の液晶駆
動装置。
【請求項２０】記憶手段に記憶された映像信号を読み出
す場合の同期クロック信号の周波数は、外部より入力さ
れた映像信号の同期クロック信号の周波数とは異なる周
波数であることを特徴とする、請求項１７に記載の液晶
駆動装置。
【請求項２１】記憶手段に記憶された映像信号を読み出
す場合の同期クロック信号の周波数は、外部入力クロッ
クの周波数に応じて自動的に変化することを特徴とする
請求項１７に記載の液晶駆動装置。
【請求項２２】読み出しクロックの生成手段を、内部に
１つ以上持つことを特徴とする請求項１７に記載の液晶
駆動装置。
【請求項２３】基板上に、走査信号を伝達する複数のゲ
ート線と、画像信号を伝達する複数のソース線とがそれ
ぞれ直交するように設けられ、かつ、前記複数のゲート
線と複数のソース線との各交差点に対応して、ゲート線
及びソース線に接続されたスイッチング素子と、前記ス
イッチング素子を介して前記ソース線に接続された画素
電極とが設けられた液晶表示装置において、前記ソース
線を駆動する駆動装置であって、出力極性を任意のタイ
ミングで変更可能であることを特徴とする液晶表示装
置。
【請求項２４】１出力端子あたり１つ以上のディジタル
／アナログ変換手段を内部に有することを特徴とする、
請求項２３に記載の液晶表示装置。
【請求項２５】出力部にセレクタを有し、端子毎に出力
極性を外部より任意に指定することが可能であることを
特徴とする、請求項２３に記載の液晶表示装置。
【請求項２６】基板上に、走査信号を伝達する複数のゲ
ート線と、画像信号を伝達する複数のソース線とがそれ
ぞれ直交するように設けられ、かつ、前記複数のゲート
線と複数のソース線との各交差点に対応して、ゲート線
及びソース線に接続されたスイッチング素子と、前記ス
イッチング素子を介して前記ソース線に接続された画素
電極とが設けられた液晶表示装置において、前記ソース
線を駆動する駆動装置であって、複数の出力端子を有
し、端子毎に出力極性を任意に設定可能であることを特
徴とする液晶表示装置。
【請求項２７】出力信号の極性指定端子を２つ以上有す
ることを特徴とする、請求項２６に記載の液晶表示装
置。
【請求項２８】液晶表示装置の輝度を測定する輝度測定
手段と、前記輝度測定手段により測定した輝度情報を解
析する輝度解析手段と、前記輝度解析手段により解析さ
れた情報に基づいて水平走査期間を調整するよう指示す
る液晶駆動装置制御手段と、前記液晶駆動装置制御手段
により送信されてきた制御信号に基づいて水平走査期間
を変化することのできる機能を有する液晶駆動装置とを
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備え、画面の任意の位置においてフリッカーが最小とな
るような水平走査期間の長さを自動的に検出し、前記検
出した最適な水平走査期間の情報をその時の位置情報、
温度情報と共に、記憶手段に記録することの出来る記録
手段とを備えた液晶表示装置。
【請求項２９】記憶手段は、半導体を用いた記憶手段で
あることを特徴とする、請求項２８に記載の液晶表示装
置。
【請求項３０】記憶手段は、磁気を用いた記憶手段であ
ることを特徴とする、請求項２８に記載の液晶表示装
置。
【請求項３１】記憶手段は、光を用いた記憶手段である
ことを特徴とする、請求項２８に記載の液晶表示装置。
【請求項３２】記憶手段は、不揮発性であることを特徴
とする、請求項２８に記載の液晶表示装置。
【請求項３３】走査信号を伝達する複数のゲート線と、
画像信号を伝達する複数のデータ線とがそれぞれ直交す
るように設けられ、かつ、前記複数のゲート線と複数の
データ線との各交差点に対応して、ゲート線及びデータ
線に接続されたスイッチング素子と、前記スイッチング
素子を介して前記データ線に接続された画素電極とが設
けられた液晶表示装置を駆動する駆動装置であって、記
憶手段を有し、前記記憶手段に記憶されている情報を読
み出す手段を有し、前記読み出した情報に基づいて１ラ
イン毎に画素充電時間を変化させる機能を有することを
特徴とする液晶駆動装置。
【請求項３４】記憶手段は、半導体を用いた記憶手段で
あることを特徴とする、請求項３３に記載の液晶駆動装
置。
【請求項３５】記憶手段は、磁気を用いた記憶手段であ
ることを特徴とする、請求項３３に記載の液晶駆動装
置。
【請求項３６】記憶手段は、光を用いた記憶手段である
ことを特徴とする、請求項３３に記載の液晶駆動装置。
【請求項３７】記憶手段は、不揮発性であることを特徴
とする、請求項３３に記載の液晶駆動装置。
【請求項３８】基板上に、走査信号を伝達する複数のゲ
ート線と、画像信号を伝達する複数のソース線とがそれ
ぞれ直交するように設けられ、かつ、前記複数のゲート
線と複数のソース線との各交差点に対応して、ゲート線
及びソース線に接続されたスイッチング素子と、前記ス
イッチング素子を介して前記ソース線に接続された画素
電極とが設けられた液晶表示装置を駆動する方法であっ
て、水平走査期間の長さを複数種類持つことを特徴とす
る液晶駆動方法。
【請求項３９】水平走査期間の長さは、画素に充電する
信号の電位が前フレームよりも高い場合の方が、前フレ
ームよりも低い場合よりも長いことを特徴とする、請求
項３９に記載の液晶駆動方法。
【請求項４０】画素極性配置は、横一列同一極性のライ
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ンと（これをＡと呼ぶ）、１画素毎に極性が反転するラ
インと（これをＢと呼ぶ）、前記横一列同一極性のライ
ン（Ａ）とは極性が反対のラインと（これをＣのライン
と呼ぶ）、前記１画素毎に極性が反転するライン（Ｂ）
とは極性が反対のライン（これをＤと呼ぶ）とで構成さ
れ、前記Ａ～ＤのラインをＡ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ａ、Ｂ、
Ｃ、Ｄ・・・と繰り返すことを特徴とする、請求項３９
に記載の液晶駆動方法。
【請求項４１】Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄの位置がフレーム毎に変
化することを特徴とする、請求項４０に記載の液晶駆動
方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、液晶表示装置にお
ける表示制御技術に関し、アクティブマトリックス液晶
表示装置において、フリッカの発生を抑制し高品位な画
質を実現する場合において好適な技術に関する。
【０００２】
【従来の技術】液晶表示装置は液晶の組成分解を防いで
動作寿命を確保するため、交流駆動が必須条件となって
いる。そのため一定期間毎に液晶に印加する電圧極性を
反転させて駆動している。そのため、同一の階調を表示
する場合において、＋極性で画素を充電する場合と－極
性で画素を充電する場合とがある。今後、「＋極性」と
は、画素に充電する信号の電位が前フレームよりも高い
場合を指し、「－極性」とは画素に充電する信号の電位
が前フレームよりも低い場合を指すものとする。
【０００３】液晶表示装置の解像度がＳＸＧＡ（１２８
０×１０２４ピクセル）以下の場合は、１水平走査期間
が約１５ｕｓ以上であるため、アクティブマトリクスで
は画素に充電する時間を充分に確保でき、充電不足は発
生しなかった。しかし、ＵＸＧＡ（１６００×１２００
ピクセル）以上の高解像度になると、１水平走査期間の
時間が約１０ｕｓ以下となり、画素を充電するのに必要
な時間が不足して充電不足が発生し、画質が低下すると
い問題があった。この様子を、図１３に示す。図１３に
おいて、Ｔ１は１水平走査期間、Ｖｄ１は画素電位、Ｖ
ｓはソース線電位、Ｖｃｏｍは共通電極電位、ΔＶは充
電誤差を表す。＋極性にて充電する場合にＶｓとＶｄ１
との電位差ΔＶが発生し、充電不足が起こる。そのため
従来は、複数の走査線（以下、ゲート線と呼ぶ）を同時
選択して画素をプリチャージし、１ライン当たりの選択
時間を実質延長するという方法で充電不足対策を行って
いた。この様子を図８、図９、及び、図１４、図１５に
示す。図８は画素極性が１ライン目から最終ラインまで
極性が同一である場合の画素配置を示したもので、図９
はその場合の駆動波形である。図８に示す画素極性配置
であれば図９の方法に示すように、ゲートを１ライン前
からＯＮして画素をプリチャージしていた。一方、図１
４に示す画素極性配置の場合は、同一極性の画素は１ラ
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インおきになっているため、図１５のように走査線選択
パルスも１ライン毎にＯＮするようにしていた。これを
従来例第１の方法と呼ぶ。あるいは、特開昭６２－５５
６９４号公報のような方法で行っていた。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】前述のように、１水平
走査期間の時間が短くなると画素の充電不足が起こるた
め、画素をプリチャージするなどして、対策しなければ
ならない。しかし、従来例第１の方法では、フレーム反
転駆動やカラム反転駆動など、隣接する走査線同士を同
一の極性で充電するような駆動法の場合には有効である
が、図１４の（ａ）や（ｂ）に示すような走査線毎に極
性が「＋、－、＋、－、・・」と変化する駆動法では、
同一極性でプリチャージするためには飛び越し同時選択
駆動となるため、ゲート線駆動波形が一旦ＯＦＦしてし
まう。このため、連続して２ライン以上ＯＮしている場
合に比べて薄膜トランジスタ（以後ＴＦＴと呼ぶ）がＯ
Ｎする時間が減少し、プリチャージ効果が薄れていた。
これは１水平走査期間の時間が短くなればなるほど深刻
で、また－極性よりも＋極性に充電する場合において深
刻である。
【０００５】その理由は、一般的にアクティブマトリク
ス液晶表示装置のスイッチング素子として用いられてい
るＴＦＴの性質にある。ＴＦＴはゲートとソースの電位
差が大きいほど、ソース－ドレイン間に多くの電流を流
すことができるという性質を持っている。そのため画素
電位を＋極性で充電する場合と、－極性で充電する場合
とでは、ＴＦＴが流し得る電流量が異なる。よって、画
素を－極性で所望の電位まで充電完了するのに必要な時
間よりも、＋極性で所望の電位まで充電完了するのに必
要な時間の方が長く必要となる。
【０００６】以上のように、１水平走査期間が短くなる
と、同じ階調を＋極性と－極性で充電した場合とでは、
＋極性の方が充電不足が起きやすく、それが残留ＤＣ成
分となって充電極性間で輝度差が生じ、フリッカーが発
生するという問題があった。
【０００７】
【課題を解決するための手段】本願第１の発明は、＋極
性にて充電する場合と－極性にて充電する場合とで充電
完了までの時間が異なることにより、同一階調を表示し
た場合でも、＋極性と－極性で輝度差が生じフリッカー
が発生するという問題を解決するために、基板上に、走
査信号を伝達する複数のゲート線と、画像信号を伝達す
る複数のソース線とがそれぞれ直交するように設けら
れ、かつ、前記複数のゲート線と複数のソース線との各
交差点に対応して、ゲート線及びソース線に接続された
スイッチング素子と、前記スイッチング素子を介して前
記ソース線に接続された画素電極とが設けられた液晶表
示装置を駆動する駆動装置であって、水平走査期間の長
さを複数もつことで充電極性によって画素電位が異なる
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7
という事態を防ぎ、フリッカの発生を抑制するようにし
たものである。
【０００８】また、本願第２の発明は、本願第１の発明
を実現するために、基板上に、走査信号を伝達する複数
のゲート線と、画像信号を伝達する複数のソース線とが
それぞれ直交するように設けられ、かつ、前記複数のゲ
ート線と複数のソース線との各交差点に対応して、ゲー
ト線及びソース線に接続されたスイッチング素子と、前
記スイッチング素子を介して前記ソース線に接続された
画素電極とが設けられた液晶表示装置を駆動する駆動装
置であって、映像信号を１ライン分記憶することのでき
る記憶手段（以後、ラインメモリと呼ぶ）を２ライン分
有するという構成にしたものである。
【０００９】また、本願第３の発明は、本願第１の発明
を実現するために、基板上に、走査信号を伝達する複数
のゲート線と、画像信号を伝達する複数のソース線とが
それぞれ直交するように設けられ、かつ、前記複数のゲ
ート線と複数のソース線との各交差点に対応して、ゲー
ト線及びソース線に接続されたスイッチング素子と、前
記スイッチング素子を介して前記ソース線に接続された
画素電極とが設けられた液晶表示装置を駆動する駆動装
置であって、書きこみ動作と読み出し動作が、それぞれ
独立した任意のタイミングで行うことが可能なラインメ
モリを、１ライン分有するという構成にしたものであ
る。
【００１０】また、本願第４の発明は、本願第１の発明
を実現するために、基板上に、走査信号を伝達する複数
のゲート線と、画像信号を伝達する複数のソース線とが
それぞれ直交するように設けられ、かつ、前記複数のゲ
ート線と複数のソース線との各交差点に対応して、ゲー
ト線及びソース線に接続されたスイッチング素子と、前
記スイッチング素子を介して前記ソース線に接続された
画素電極とが設けられた液晶表示装置を駆動する駆動装
置であって、１画面分の映像信号を記憶できる記憶手段
（以後、フレームメモリと呼ぶ）を有する構成にしたも
のである。
【００１１】また、本願第５の発明は、本願第１の発明
を実現するために、基板上に、走査信号を伝達する複数
のゲート線と、画像信号を伝達する複数のソース線とが
それぞれ直交するように設けられ、かつ、前記複数のゲ
ート線と複数のソース線との各交差点に対応して、ゲー
ト線及びソース線に接続されたスイッチング素子と、前
記スイッチング素子を介して前記ソース線に接続された
画素電極とが設けられた液晶表示装置の前記ソース線を
駆動する駆動装置の出力極性を任意のタイミングで変更
可能な機能を有するようにしたものである。
【００１２】また、本願第６の発明は、本願第１の発明
を実施する上で個々の液晶パネルに応じて最適なフリッ
カ調整を実現するために、液晶パネルの輝度を測定する
輝度測定手段と、前記輝度測定手段により測定した輝度
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情報を解析する輝度解析手段と、前記解析手段により解
析された情報に基づいて水平走査期間を調整するよう指
示する液晶駆動装置制御手段と、前記液晶駆動装置制御
手段により送信されてきた制御信号に基づいて水平走査
期間を変化することのできる機能を有する液晶駆動装置
と、を備え、画面の任意の位置においてフリッカーが最
小となるように自動的に水平走査期間の長さを調整し、
調整した際の１水平走査期間の情報とそのときの画面位
置を記録するための記憶手段と、を備えたるようにした
ものである。
【００１３】また、本願第７の発明は、本願第６の発明
により測定したフリッカーが最小となるような水平走査
期間の長さの情報に基づいて液晶表示装置を駆動するた
めに、走査信号を伝達する複数のゲート線と、画像信号
を伝達する複数のデータ線とがそれぞれ直交するように
設けられ、かつ、前記複数のゲート線と複数のデータ線
との各交差点に対応して、ゲート線及びデータ線に接続
されたスイッチング素子と、前記スイッチング素子を介
して前記データ線に接続された画素電極とが設けられた
液晶表示装置を駆動する駆動装置であって、記憶手段を
有し、前記記憶手段に記憶されている情報を読み出す手
段を有し、前記読み出した情報に基づいて１ライン毎に
画素充電時間を変化させる機能を備えるようにしたもの
である。
【００１４】
【発明の実施の形態】以下、本発明の実施の形態につい
て、図１から図１５を用いて説明する。
【００１５】（本願第１の発明の実施形態）図１は本願
第１の発明を実施するのに好適なソース線及びゲート線
駆動波形と画素電位のタイミングを示した図である。
【００１６】図１において、Ｖｄは画素電位、Ｖｓはソ
ース線電位、Ｖｃｏｍは対向電極電位を表している。図
１では、液晶に印加する電位がＶｃｏｍより高い場合が
＋極性、低い場合が－極性となる。今後、＋極性とは、
画素に充電する信号の電位が前フレームよりも高い場合
を指し、－極性とは画素に充電する信号の電位が前フレ
ームよりも低い場合を指すものとする。
【００１７】ＴＦＴが流し得る電流量は、ゲート電位と
ソース電位との電位差Ｖｇｓに比例する。そのため、＋
極性で充電する場合は、時間経過と共にＶｇｓが小さく
なり、ＴＦＴが流せる電流量も時間と共に減少する。一
方、－極性で充電する場合は、時間経過と共にＶｇｓが
大きくなり、ＴＦＴが流せる電流量も時間と共に増大す
る。よって、充電極性が－極性の時はＶｄがＶｓに近づ
くほど、ＴＦＴは多くの電流を流す事ができ、そのため
充電時間は短くて済む。しかし、充電極性が＋極性の時
はＶｄがＶｓに近づくほど、ＴＦＴが流せる電流量が減
少していくため、そのため充電時間は－極性の場合より
も多くかかる。そして、もしＴＦＴのゲートがＯＦＦす
る際にＶｄとＶｓに電位差があると、その画素は充電不
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足状態となる。よって、充電不足のない良好な画質を得
るためには、ＴＦＴのゲートがＯＦＦする時点で、Ｖｄ
＝Ｖｓとなっている必要がある。しかし、１水平走査期
間の時間が短い場合は、充電時間が足りずに充電不足が
起きるという問題がある。Ｖｄ＝Ｖｓとなるまでの時間
は前述のとおり、＋極性で充電する場合と－極性で充電
する場合とで異なっており、＋極性での充電時間が多く
必要であるが、－極性では充電時間に余裕がある。そこ
で本発明では、－極性での充電時間を短くし、余った時
間を＋極側の充電に割り当てる様にした。そのために
は、１水平走査期間の時間を極性によって変化させる必
要がある。以下にＴ１～Ｔ３を用いて、極性によって充
電時間を変化させる方法について説明する。なお、今後
はフリッカーが最小となる＋極性と－極性の充電時間の
割合を、「最適割合」と呼ぶことにする。最適割合の検
出の際は、Ｔ２＝Ｔ３の状態から開始して、徐々にＴ２
を短くし、Ｔ３を長くしていけば良い。
【００１８】Ｔ１は、外部より入力される映像信号のタ
イミングによって決定される１水平走査期間である。通
常の液晶駆動法では１水平走査期間期間はいずれの極性
においてもＴ１である。そして、Ｔ２、Ｔ３はＴ１とは
長さが異なる１水平走査期間である。Ｔ２は＋極性を書
きこむ場合の１水平走査期間であり、Ｔ１よりも長い。
またＴ３は－極性を書きこむ場合の１水平走査期間であ
りＴ１よりも短い。Ｔ１、Ｔ２、Ｔ３の関係はそれぞれ
次式（１）及び、次式（２）で表される。
【００１９】
Ｔ１＜Ｔ２        （１）
Ｔ１＞Ｔ３        （２）
充電時間を決定するのはゲートのＯＮ時間である。図１
において、Ｖｇ１～Ｖｇ５はそれぞれ１～５ラインを駆
動する走査線駆動波形（以後ゲート駆動波形と呼ぶ）で
ある。Ｖｇ１、Ｖｇ３、Ｖｇ５がＯＮするタイミングで
は画素は－極性に充電されており、よってＶｇ１、Ｖｇ
３、Ｖｇ５のＯＮ期間はＴ３である。また、Ｖｇ２、Ｖ
ｇ４がＯＮするタイミングでは画素は＋極性に充電され
ており、よってＶｇ２、Ｖｇ４のＯＮ期間はＴ２であ
る。このように、＋極性を充電するときは１水平走査期
間を長く、－極性を書きこむときは１水平走査期間を短
くし、２水平走査期間（２×Ｔ１）内で＋極性と－極性
の充電時間の割合をかえて、－極性での充電に必要な時
間以外の余った時間を＋極性の充電に割り当てること
で、いずれの極性でも充電不足を起こすことなくフリッ
カーフリーの良好な画質が得られる。また、１水平走査
期間が短く、＋極性、－極性のいずれの極性においても
充電不足が起こってしまう場合でも、＋極性の充電時間
と－極性の充電時間の割合を調整することで、フリッカ
ーを抑制することができる。
【００２０】さて、図２は例として、１ラインおきに画
素極性が反転するような画素の極性配置を示したもので
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ある。これを本願第１の発明を用いて駆動した場合の走
査線駆動波形が図３である。なお、２１は画素を示して
いる。前述のとおり、－極性のラインの走査時間は短
く、＋極性のラインの走査時間は長くし、またＴ１、Ｔ
２、Ｔ３の長さの関係は、次式（３）に示すようにす
る。
【００２１】Ｔ２＋Ｔ３＝２×Ｔ１   （３）
そうすれば、＋極性、－極性のいずれの極性においても
充電不足となることはなく、フリッカの発生を押さえら
れる。なお画素極性配置によらずＴ２とＴ３の割合を決
定する際は、液晶表示装置に横１ラインおきに白、黒、
白、黒と繰り返すようなパターンを表示して、フリッカ
が最小となるように調整すればよい。
【００２２】また図４は別の例として、上下左右に１画
素毎に極性が反転する、いわゆるドット反転駆動の極性
配置を変形した画素極性配置を示したものである。図２
では横１列同一極性であったが、この配置は画素極性が
横方向にも＋、－と変化するラインが存在するので、さ
らにフリッカーの低減効果が高まる。図４においてＡは
横一列同一極性のライン、Ｂは「＋、－、＋、－」と横
１ドット毎に極性が反転するライン、ＣはＡの極性を反
転したライン、ＤはＢの極性を反転したラインである。
このＡ～Ｄの４ラインを１ブロックとして以後繰り返し
ている。このような極性配置にすると、１フレーム内で
横方向にも縦方向にも極性が反転するラインが存在する
ため、いわゆるドット反転に近い極性配置となり、図２
に示した極性配置よりもさらにフリッカーが減少する。
また、フレーム毎にグループの位置をずらせば、さらに
フリッカーは減少する。
【００２３】図５は図４の画素配置を駆動する際の走査
線駆動波形を示したものである。図５において、Ｔ１～
Ｔ５は、それぞれのラインの走査線選択期間を表してい
る。Ｔ１～Ｔ３の長さはすでに前述したとおりである。
Ｔ４は前記Ａのラインを選択する場合の走査線選択期間
である。Ｔ４の長さは次式（４）に示す範囲内で、任意
に設定すれば良い。
【００２４】２×Ｔ１＞＝Ｔ４＞＝Ｔ１  （４）
またＴ４期間に相当するラインのゲートをＯＮするタイ
ミングは、前ラインＤがＯＮしている期間に重なるよう
にし、ＯＦＦするタイミングは前ラインがＯＦＦしてか
らＴ１経過後とすればよい。要するに、前ラインのデー
タでプリチャージをすればよい。なお、重なる期間は任
意に決定すればよい。
【００２５】Ｔ５はＢのラインを走査する場合の駆動波
形である。このラインを駆動する際は、本来のタイミン
グよりもＴ１だけ早くゲートをＯＮし、前のラインのデ
ータでプリチャージする。これにより２×Ｔ１分ゲート
が連続してＯＮするので、このラインは充分に充電する
ことが出来る。
【００２６】ラインＣは横一列全て－極性であるので、
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ゲートＯＮ時間はＴ３とする。
【００２７】そしてラインＤは上段のラインの走査線選
択期間がＴ３であるので、余った時間を利用することが
できるため、走査線選択期間はＴ２とする。以上のよう
にすれば、フリッカーのない良好な画質が得られる。
【００２８】さて、ＴＦＴ特性のばらつきやソースドラ
イバ、ゲートドライバからの距離の違いなどにより、画
面内の位置によって、Ｔ２とＴ３の割合の最適割合は変
化する。画面位置に応じてＴ２とＴ３の割合を連続的に
変化させれば、面内で均一にフリッカーを削減すること
ができる。この方法によれば、ＴＦＴ特性のばらつきや
ソースドライバおよびゲートドライバのばらつきなどに
依存せず、画面のどの位置においてもフリッカーが最小
となるような最適調整を行うことができるため、画面全
体を一括してフリッカー調整する方法よりも、フリッカ
ーの抑制効果が高い。
【００２９】なお、本願に記載されている全ての駆動法
において、ソースドライバからソース線へ出力するタイ*
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*ミングは、ゲートＯＮに同期するものとする。あるいは
完全に同期させずに、ゲート線の負荷容量によるゲート
波形のなまりを考慮して、ソース線への出力タイミング
を若干ずらしても良い。
【００３０】なお、本発明は特に大型の液晶表示装置に
おいて有効であり、液晶モードはＩＰＳモード、ＴＮモ
ード、ＯＣＢモード、ＭＶＡモードにおいて有効であ
る。
【００３１】また、画面内の位置による最適割合の変化
を、ＴＦＴの設計時の指針としても利用できる。ここ
で、＋極性での充電時間と－極性での充電時間との比を
次式（５）のように定義しこれを「充電割合」と呼ぶこ
とにする。
【００３２】なお、最適割合の検出の際は、Ｔ２＝Ｔ３
の状態から徐々に、Ｔ２を短く、Ｔ３を長くしていけば
良い。
【００３３】

       充電割合＝（－極性での充電時間）／（＋極性での充電時間）      （

５）いま、ある画面位置で充電割合を測定し、前記充電割合
が大きい場合は＋極性での充電時間と－極性での充電時
間との差が小さく、充電時間に余裕があると言うことが
言える。言いかえると、その位置ではＴＦＴの充電能力
に余裕があるということになる。一方、充電割合が小さ
い場合は、＋極性での充電時間と－極性での充電時間と
の差が大きく、＋極性での充電時間が不足していること
がわかる。そのため、その位置ではＴＦＴの電流能力を
大きくする必要があるということが分かる。
【００３４】また、画素電極と共通電極との間に配置さ
れている蓄積容量Ｃｓｔの容量値を、画面位置に応じて
変化させる場合の設計指針にも利用可能である。この場
合も画面位置と充電割合との関係を測定し、充電割合が
大きい位置ではＴＦＴに対する負荷を軽減させるため
に、Ｃｓｔの容量を小さくすると良い。
【００３５】（本願第２から本願第４の実施形態）図６
は本願第２の発明を実施するのに好適な液晶駆動装置の
構成図である。本願第１の発明を実施するには、ソース
ドライバから液晶パネルへ映像データを出力するタイミ
ングを変化させる必要があるため、外部より入力された
映像信号を一旦蓄積し、任意のタイミングで読み出すと
いう動作が必要である。よって、駆動装置内部に映像信
号を蓄積する記憶手段を持つ必要がある。本願第２の発
明は、液晶駆動装置における記憶手段の構成及びその駆
動方法に関するものである。
【００３６】図６において、６１は記憶手段やソースド
ライバ、ゲートドライバを制御するコンとローラ、６２
は１つの入力信号を複数の出力先の中から１つを選択し
て出力するセレクタ、６３は複数の入力信号の中から１
つを選択して出力するセレクタ、６４、６５はそれぞれ

１ライン分の映像信号を記憶することのできる記憶手
段、６６はソースドライバ、６７はゲートドライバ、６
８は液晶表示装置、６９は映像信号入力端子、６１０は
ソースドライバに対するタイミング制御信号である。本
願第２の発明は、前述のように内部に２ライン分のライ
ンメモリを有することで、任意のタイミングでソースド
ライバから液晶パネルへ映像データを出力することを可
能としている。
【００３７】以降に、本構成による液晶駆動装置の動作
について、図６及び図７を用いて説明する。図７はライ
ンメモリへの書きこみ及び読み出し動作のタイミング関
係を示したものである。
【００３８】図７において、ＤＥは映像信号の有効期間
を示すデータイネーブル信号であり、ＤＥがＨレベル
（以後Ｈと表現する）の期間が映像信号が有効な期間、
Ｌレベル（以後Ｌと表現する）のときが無効期間すなわ
ちブランク期間である。
【００３９】ＷＲＩＴＥ１及びＷＲＩＴＥ２信号はそれ
ぞれ、ラインメモリ６４とラインメモリ６５に対する書
きこみ制御信号である。いずれのラインメモリも、それ
ぞれ対応するＷＲＩＴＥ信号がＨの時に書きこみ動作を
行う。
【００４０】外部より映像信号が入力されＤＥ信号がＨ
に切り替わると、まず最初にＷＲＩＴＥ１がＨに切り替
わり、ラインメモリ６４が前記ＤＥに同期して書きこみ
動作を開始する。このとき、セレクタ６２は接続先をラ
インメモリ６４に切り替えている。そして１ライン分の
映像信号が終了すると前記ＤＥ信号はＬに切り替わって
水平帰線期間に入り、ＷＲＩＴＥ１もＬに切り替わりラ
インメモリ６４の書きこみ動作が終了する。
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【００４１】次に２ライン目の映像信号が入力され再び
ＤＥ信号がＨに切り替わると、今度はＷＲＩＴＥ２がＨ
に切り替わり、ラインメモリ６５が書きこみ動作を開始
する。このとき、セレクタ６２も接続先をラインメモリ
６５に切り替えている。そして１ライン分の映像信号が
終了すると、１ライン目と同様に前記ＤＥ信号はＬに切
り替わって水平帰線期間に入り、ＷＲＩＴＥ２もＬに切
り替わりラインメモリ６５の書きこみ動作も終了する。
【００４２】前記の動作を繰り返すことにより、１ライ
ン毎に交互にラインメモリ６４とラインメモリ６５に映
像信号が書きこまれる。
【００４３】次に読み出し動作について説明する。ＲＥ
ＡＤ１及びＲＥＡＤ２はそれぞれ、ラインメモリ６４と
ラインメモリ６５に対する読み出し制御信号である。Ｒ
ＥＡＤ１及びＲＥＡＤ２がＨレベルのときに、それぞれ
対応したラインメモリが読み出し動作を行う。読み出し
動作は、書きこみ動作が行われているラインメモリとは
反対側のラインメモリで行う。
【００４４】いま１ライン目を＋極性にて充電し、２ラ
イン目を－極性で充電するとすると、ラインメモリ６４
の書きこみ動作終了後（すなわちＷＲＩＴＥ１の立下り
後）、ＲＤＴ１の時間だけ後に、ＲＥＡＤ１信号が立ち
あがりラインメモリ６４が読み出し動作を開始する。Ｒ
ＤＴ１の長さは、ＷＲＩＴＥ２の立下りタイミングがＲ
ＥＡＤ１の立ちあがりタイミングよりも前になるような
範囲であれば、任意に決めることが出来る。ラインメモ
リ６４の読み出し動作が終わったら、今度はラインメモ
リ６５が読み出し動作を開始する。読み出し開始のタイ
ミングは、ＷＲＩＴＥ２の立下り後、ＲＤＴ２の時間が
経過した時点とする。ＲＤＴ１＜ＲＤＴ２とすれば、＋
極性と－極性とで、－極性での充電時間を長くできる。
【００４５】ラインメモリより読み出されたデータは、
都度ソースドライバに転送される。そして１ライン分の
映像信号全てが転送完了した後、ソースドライバに対し
てディジタル／アナログ変換（以後、Ｄ／Ａ変換と呼
ぶ)を指示するＬＰ信号を数クロック間Ｈに切りかえる
と、前記映像信号がソースドライバ内でＤ／Ａ変換され
る。そしてＬＰの立ち下がりに同期して、ソースドライ
バから液晶パネルに対して前記Ｄ／Ａ変換後された映像
信号が出力される。ＬＰ信号の出力タイミングを図７に
示すようにＲＥＡＤ１及びＲＥＡＤ２信号の立下りに同
期して出力するようにすれば、前記ＲＥＡＤ１及びＲＥ
ＡＤ２信号のタイミングを変えるだけで、画素を充電す
る極性に応じて１水平走査期間の長さを変化することが
できる。
【００４６】またＰＯＬは、ソースドライバが液晶パネ
ルへ出力する信号の極性を表したもので、ここではＨレ
ベルが＋極性、Ｌレベルが－極性を示している。
【００４７】また、ＲＤｃｌｋ（読み出し用クロック）
に、外部入力クロックとは異なる周波数のクロック（非
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同期クロック）を用いても良い。ＲＤｃｌｋのクロック
生成手段としては、例えば水晶振動子を用いたものやセ
ラミック振動子を用いたものが挙げられるが、特にこれ
に限らない。またＲＤｃｌｋの周波数は、１ライン分の
映像信号の書きこみ終了タイミングすなわちＤＥの立下
りタイミングよりも後にそのラインの読み出し動作が終
了するようにすれば、任意に設定してよい。このように
ＲＤｃｌｋのクロック周波数を入力クロックよりも高速
なものを用いれば、外部入力クロックと同一クロックを
用いて読み出し動作を行った場合よりもラインメモリか
らの読み出し時間を短縮することができ、＋極性の充電
時間と－極性の充電時間の割合の変化範囲を広くするこ
とが出来る。周波数の異なる複数のＲＤｃｌｋのクロッ
ク生成手段を備えておけば、入力映像信号のクロック周
波数が広範囲に変化する場合にも対応できる。
【００４８】なお、読み出しクロックの生成にＰＬＬ
（Ｐｈａｓｅ  Ｌｏｃｋｅｄ  Ｌｏｏｐ）を用いても良
い。この場合、メモリへの書きこみクロック、すなわち
映像信号の同期クロックの周波数と読み出しクロックの
周波数の比が一定であるので、映像信号のクロック周波
数が変化しても読み出し動作が書きこみ動作を追い越す
ことがない。ＰＬＬを用いる場合も読み出しクロックの
周波数は、１ライン分の映像信号の書きこみ終了タイミ
ング、すなわちＤＥの立下りタイミングよりも後にその
ラインの読み出し動作が終了するようにすれば、任意に
設定してよい。
【００４９】以上のようにラインメモリを２ライン分内
部に有することで、外部より入力された映像データの蓄
積と読む出しを任意のタイミングで行う事が可能とな
る。これにより本願第１の発明に記載したように、１水
平走査期間をＴ２やＴ３に変化させることが可能とな
る。以上、書きこみ動作と読み出し動作を同時に行うこ
との出来ないメモリを用いた構成について述べたが、前
記書きこみ動作と読み出し動作を同時に行うことの出来
ないメモリは汎用メモリとして安価に入手可能であり、
これを使用した構成は、システムのコストダウンに有効
である。
【００５０】なお、本願第３の発明に記載したように、
記憶手段として、書きこみ動作と読み出し動作がそれぞ
れ独立した任意のタイミングで行うことが可能で、映像
信号の入力端子と出力端子がそれぞれ独立して備わって
いる記憶手段（以後、ＦＩＦＯメモリと呼ぶ）を用いて
もよい。図１０はＦＩＦＯメモリを用いた場合について
の、本願第３の発明を実施するのに好適な液晶駆動装置
の構成図を示している。図１０において、１０１は外部
より映像信号を入力する入力端子、１０２はＦＩＦＯメ
モリ、１０３はソースドライバ、１０４はコントロー
ラ、１０５はゲートドライバ、６８は液晶パネルを示し
ている。ＦＩＦＯメモリを用いることでも、１水平走査
期間をＴ２やＴ３に変化させることが可能となる。
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【００５１】またＦＩＦＯメモリを用いることで、メモ
リへの書き込み動作と読み出し動作を同時に行うことが
可能となり、映像信号の接続先を切りかえるセレクタが
不要となり、またメモリに対する制御回路も単純化する
ことが出来る。さらに、メモリの制御回路が簡素化でき
ることによってＬＳＩのゲート規模を縮小することが可
能となり、コントローラの開発期間の短縮及びコストダ
ウンが可能となる。ＦＩＦＯメモリを用いた場合でも、
ラインメモリを２ライン分使用する構成と同様の効果が
得られる。また、ＦＩＦＯメモリを用いることで、メモ
リ容量が１ライン分で済み、メモリ容量を削減できると
いう効果がある。
【００５２】なお、本願第４の発明に記載したように、
記憶手段として、フレームメモリを用いてもよい。フレ
ームメモリを用いる事によっても、１水平走査期間をＴ
２やＴ３に変化させることが可能となる。また、フレー
ムメモリを用いる事で、垂直帰線期間を画素の充電時間
に割り当てる事が可能となる。これは、Ｔ２＋Ｔ３を、
２×Ｔ１よりも長くすれば実現できる。具体的には、メ
モリからの読み出しクロックの周波数を、書き込みクロ
ックの周波数よりも遅くすれば良い。フレームメモリを
用いた場合の構成は、図１０に示した構成とほぼ同様で
ある。図１０において、１０２はＦＩＦＯメモリである
が、これをフレームメモリに置き換える事で、本願第４
の発明に記載の液晶駆動装置を実現できる。
【００５３】（本願第５の発明の実施形態）本願第５の
発明は、本願第１の発明を実施するのに好適なソースド
ライバの構成を示したものである。本発明はソースドラ
イバの出力極性を、出力端子毎に任意のタイミングで制
御することを可能とするものである。以後、図１１を用
いて説明する。
【００５４】図１１において、１１１は外部より映像信
号を入力するための入力端子。１１２と１１３は１ライ
ン分の映像信号を記憶出来るラインメモリ、１１４はＰ
ＯＬ信号に応じて出力信号を切り替えるセレクタ、１１
５と１１６はＤ／Ａコンバータ、１１７と１１８はセレ
クタに対して出力極性を指定するＰＯＬ信号の入力端子
である。例えば、ＰＯＬ信号がＨであれば＋極性、Ｌで
あれば－極性を出力するとようにすれば良い。以後、１
１７から入力される信号をＰＯＬ１、１１８から入力さ
れる信号をＰＯＬ２と呼ぶことにする。ＰＯＬ１及びＰ
ＯＬ２はそれぞれ一つおきにソースドライバの出力段に
配置されているセレクタに接続されており、ソースドラ
イバからの出力極性を、出力端子１つおきに選択でき
る。また１１９、１１１０、１１１１、１１１２は液晶
表示装置にアナログ信号を出力するための出力端子であ
る。また、１１１３はラインメモリ１１２からラインメ
モリ１１３に映像信号を受け渡すよう指示するＬＰ信号
の入力端子である。ＬＰがＨに切り替わったときに、ラ
インメモリ１１２から１１３に映像信号を受け渡すと同

16
時にセレクタ１１４は出力をハイインピーダンス状態に
し、前記ＬＰがＨからＬに切り替わった時点で、前記セ
レクタ１１４は映像信号の出力を再開する。
【００５５】映像信号が入力されてから、液晶表示装置
に出力されるまでの動作は次の通りである。まず、入力
端子１１１から入力された映像信号は、ラインメモリ１
１２に蓄積される。そしてＬＰ信号がＨに切り替わる
と、ラインメモリ１１２は蓄積した前記映像信号をライ
ンメモリ１１３に受け渡す。ラインメモリ１１３に受け
渡された前記映像信号は、Ｄ／Ａコンバータ１１５及び
１１６によりアナログ信号に変換される。ここで、Ｄ／
Ａコンバータ１１５は＋極性に、Ｄ／Ａコンバータ１１
６は－極性にそれぞれ変換する。そしてセレクタ１１４
がＰＯＬ１及びＰＯＬ２に応じて出力極性を切り替え、
出力端子１１９～１１１２より映像信号を出力する。Ｐ
ＯＬ１とＰＯＬ２に同一の信号を入力すれば、出力は横
一列全て同一の極性となる。またＰＯＬ１とＰＯＬ２に
入力する信号をそれぞれ反転させれば、出力１ｃｈ毎に
極性を変えることが出来る。例えばＰＯＬ１にＨを、Ｐ
ＯＬ２にＬを入力すれば、出力端子１１１２、１１１０
には＋極性が出力され、出力端子１１１１、１１９には
－極性が出力される。
【００５６】以上のような構成にすることで、ソースド
ライバの出力極性を、１つおきに任意に指定することが
でき、図２及び図４に示した画素極性配置を実現でき
る。
【００５７】また、Ｄ／Ａコンバータの出力先にセレク
タを配置することにより、ＰＯＬ信号を切りかえるだけ
で任意のタイミングで出力極性を変更することができ、
＋極性に充電する場合の１水平走査期間であるＴ２と－
極性に充電する場合の１水平走査期間であるＴ３の割合
を任意に設定することができる。
【００５８】（本願第６の発明及び本願第７の発明の実
施形態）本願第６の発明は、液晶表示装置の特性に合わ
せて、＋極性に充電する時間と－極性に充電する時間の
割合を個々の前記液晶表示装置に最適化するための、液
晶表示装置に関するものである。製造プロセスのバラツ
キになどにより、同一条件で製造された液晶表示装置で
あっても、＋極性と－極性の充電時間の最適割合が異な
る場合がある。そこで前記最適割合を自動測定し、その
情報を記憶手段に記録して、前記記憶手段に記録した情
報に基づいて前記液晶表示装置を駆動すれば、個々の液
晶表示装置に最適な駆動が実現できる。以下に図１２を
用いて説明する。
【００５９】図１２において、１２１は液晶表示装置で
あり、１２２は輝度測定手段である。輝度測定手段１２
２により液晶表示装置１２１の輝度を測定し、制御装置
１２４に前記輝度測定手段１２２により測定した輝度情
報１２７を出力する。制御装置１２４には前記輝度測定
手段１２２からの輝度情報と、コントローラ１２６から
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の極性情報１２５が入力される。また、液晶駆動手段１
２６は、現在の極性情報１２５を前記制御手段１２４
に、極性情報１２５を出力する。また制御装置１２４は
記憶手段を有しており、受け取った前記輝度情報１２７
と共にそのときの前記極性情報１２５を記憶しておくこ
とが可能となっている。これにより＋極性にて充電した
場合の輝度と、－極性にて充電した場合輝度の差を検出
することが出来る。制御装置１２４は、輝度差情報が最
小となるように、コントローラ１２６に対して＋極性で
の充電時間と－極性での充電時間との割合を変化させる
よう充電時間指示情報１２８をフィードバックする。輝
度を測定する位置を任意に変化させて、画面内の場所に
応じた最適割合をそれぞれ検出しても良い。そして、コ
ントローラ１２６は制御装置１２４よりフィードバック
された情報に応じて充電割合を変化させ、前記液晶表示
装置１２１を駆動する。こうすることで、画面内で均一
にフリッカーが最小となる最適割合を自動的に検出する
ことができる。
【００６０】また、前記測定した最適割合情報を記憶手
段１２３に記憶させておき、前記記憶させた情報を読み
出す機能を前記コントローラ１２６に持たせておいて、
前記記憶手段１２３より読み出した前記最適割合に応じ
て画素充電時間を変化するようにすれば、個々の液晶表
示に最適化された駆動を行うことができ、フリッカーを
最大限抑制できる。記憶手段としては、半導体を用いた
ものでもよい。例えばＥＰＲＯＭ、ＥＥＰＲＯＭ、フラ
ッシュメモリ、ＳＲＡＭなどがある。また、磁気を用い
たものでも良い。例えば、磁気テープ、磁気ディスク、
磁気フィルムなどがある。あるいは光を用いたものでも
良い。例えば、光デイスク、光テープ、光フィルムなど
がある。
【００６１】また、測定した最適割合情報と位置情報か
ら、ＴＦＴの電流－電圧特性（ＩＶ特性）の画面内での
バラツキも把握することができ、製造プロセスの条件出
しのためのパラメータとしてフィードバックすること
で、最適なＴＦＴの製造条件を見出せるという効果もあ
る。
【００６２】また、測定した最適割合情報と位置情報か
ら、蓄積容量Ｃｓｔを画面内でどのように分布させれば
良いかという条件を見出すことが出来るという効果もあ
る。
【００６３】また、本願第７の発明に記載したように、
液晶駆動装置に、記憶手段に記憶されている情報を読み
出す手段を備え、記憶手段に記録された情報を読み出し
て、その情報に応じてライン毎に充電割合を変化させれ
ば、個々の液晶表示装置に最適化された駆動を行うこと
が出来、製品のバラツキによらずフリッカーを最大限削
減できる。記憶手段としては前記本願第６の発明の実施
形態の部分に記載した通り、半導体を用いたものや、磁
気を用いたものや、光を用いたものなど何でもよい。前
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記記憶手段は不揮発性で有ることが望ましい。また、記
憶する情報の形式としては、ライン位置と最適割合との
関係がわかる形式であれば何でもよい。例えば、縦２列
に情報を並べる形式にし、１列はライン位置、もう１列
はそのライン位置での最適割合という具合にすれば良
い。そして、液晶表示装置を駆動する際に、記憶手段か
ら読み出した位置情報と最適割合情報に応じてＴ２とＴ
３の時間を変化させれば、その液晶表示装置に最適な充
電割合にて駆動する事ができ、フリッカーを削減する事
ができる。
【００６４】
【発明の効果】以上述べたように、本願第一の発明によ
れば＋極性と－極性によって１水平走査期間を変化させ
ることにより、＋極性でも－極性でも充電状不足を抑制
することができ、極性間の充電誤差がなくなりフリッカ
ーのない良好な画質が得られる。
【００６５】また、本願第二の発明によれば、＋極性に
て充電する場合と－極性にて充電する場合とで、１水平
走査期間をＴ２やＴ３に変化させることが可能となり、
書きこみ動作と読み出し動作を同時に行うことの出来な
いメモリを用いる構成にすることにより汎用メモリを利
用でき、前記汎用メモリは安価に入手可能であるため、
システムのコストダウンに有効である。
【００６６】また、本願第三の発明によれば、＋極性に
て充電する場合と－極性にて充電する場合とで、１水平
走査期間をＴ２やＴ３に変化させることが可能となり、
またメモリへの書き込み動作と読み出し動作を同時に行
うことが可能となり、映像信号の接続先を切りかえるセ
レクタが不要となり、またメモリに対する制御回路も単
純化することができる。さらに、メモリの制御回路が簡
素化できることによってＬＳＩのゲート規模を縮小する
ことが可能となり、コントローラの開発期間の短縮及び
コストダウンができるという効果がある。
【００６７】また、本願第四の発明によれば、＋極性に
て充電する場合と－極性にて充電する場合とで、１水平
走査期間をＴ２やＴ３に変化させることが可能となる。
また垂直帰線期間も充電時間に利用する事ができ、充電
期間をより多く確保できるという効果がある。
【００６８】また、本願第二あるいは第三の発明あるい
は第四の発明のいずれかと、本願第五の発明とを組み合
わせることで、＋極性での充電時間と－極性での充電時
間との割合を任意に変える事が可能となり、＋極性と－
極性によって１水平走査期間を変化させることが可能と
なる、＋極性でも－極性でも充電状不足を抑制すること
ができ、極性間の充電誤差がなくなりフリッカーのない
良好な画質が得られる。
【００６９】また本願第六の発明によれば、液晶表示装
置に最適な充電割合、すなわち最適割合を検出する事が
でき、またその情報を記憶する事ができるという効果が
ある。また、検出した充電割合と位置との関係をから、
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液晶表示装置を設計、製造する上での指針とすることが
でき、設計段階からフリッカを削減することができると
いう効果がある。
【００７０】また本願第七の発明によれば、本願第６の
発明によって検出、記録された液晶表示装置に最適な充
電割合、すなわち最適割合を読み出し、前記読み出した
最適割合にて液晶表示装置を駆動する事ができ、その液
晶表示装置に最適な充電割合にて駆動する事ができ、フ
リッカーを削減する事ができるという効果がある。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明第１による液晶駆動波形と、画素の充電
時間の様子を示した図
【図２】本発明第１を用いて駆動する場合に適した画素
極性の配置例を示した図
【図３】図２に示した画素極性配置を駆動した場合のゲ
ート線駆動波形を示した図
【図４】本発明第１を用いて駆動する場合に適した画素
極性の配置例を示した図
【図５】図４に示した画素極性配置を駆動した場合のゲ
ート線駆動波形を示した図
【図６】本発明第２による液晶駆動装置の構成を示した
図
【図７】本発明第２による液晶駆動装置の動作を示した
図
【図８】縦１列同一極性である画素極性配置の例を示し
た図
【図９】図８に示した極性配置をプリチャージする場合
の駆動波形を示した図
【図１０】本発明第２による液晶駆動装置の構成を示し
た図
【図１１】本発明第２による液晶駆動装置の動作を示し
た図
【図１２】本発明第７による液晶表示装置のブロック図
【図１３】従来の駆動方法で駆動した場合に、充電不足
が起こった様子を示した図
【図１４】同一極性の画素が１ラインおきになっている
画素極性配置を示した図
【図１５】図８に示した画素極性配置をプリチャージす
る場合の駆動波形を示した図
【符号の説明】
Ｖｇ１  ゲート駆動波形
Ｖｇ２  ゲート駆動波形
Ｖｇ３  ゲート駆動波形
Ｖｇ４  ゲート駆動波形
Ｖｇ５  ゲート駆動波形
Ｔ１  従来の駆動法による１水平走査期間
Ｔ２  本願第１の発明による、＋極性を充電する場合の
１水平走査期間
Ｔ３  本願第１の発明による、－極性を充電する場合の
１水平走査期間
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Ｔ４  図４における、Ｃのラインを駆動する場合の１水
平走査期間
Ｔ５  図４における、Ｄのラインを駆動する場合の１水
平走査期間
Ｖｃｏｍ  対向電極電位
Ｖｓ  ソース線電位
Ｖｄ１  画素電極電位
Ｖｄ２  画素電極電位
２１  画素
４１  画素
Ａ  Ａは横一列同一極性のライン
Ｂ  ＋、－、＋、－と横１ドット毎に極性が反転するラ
イン
Ｃ  Ａの極性を反転したライン
Ｄ  Ｂの極性を反転したライン
６１  コントローラ
６２  セレクタ
６３  セレクタ
６４  ラインメモリ
６５  ラインメモリ
６６  ソースドライバ
６７  ゲートドライバ
６８  液晶表示装置
６９  映像信号入力端子
６１０  タイミング制御信号
ＷＲｃｌｋ  書きこみクロック
ＤＥ  映像信号の有効期間を示す信号
ＷＲＩＴＥ１  メモリへの書きこみ制御信号
ＷＲＩＴＥ２  メモリへの書きこみ制御信号
ＲＥＡＤ１  メモリへの読み出し制御信号
ＲＥＡＤ２  メモリへの読み出し制御信号
ＲＤｃｌｋ  読み出しクロック
ＬＰ  ソースドライバに対して、アナログ信号を出力さ
せる制御信号
ＰＯＬ  現在充電している極性を示す信号
Ｆｇ  ゲートドライのシフトクロック
１０１  映像信号入力端子
１０２  ＦＩＦＯメモリ
１０３  ソースドライバ
１０４  コントローラ
１０５  ゲートドライバ
１１１  映像信号入力端子
１１２  ラインメモリ
１１３  ラインメモリ
１１４  セレクタ
１１５  Ｄ／Ａコンバータ
１１６  Ｄ／Ａコンバータ
１１７  ＰＯＬ信号入力端子１
１１８  ＰＯＬ信号入力端子２
１１９  アナログ信号出力端子
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１１１０  アナログ信号出力端子
１１１１  アナログ信号出力端子
１１１２  アナログ信号出力端子
１１１３  ＬＰ信号入力端子
１２１  液晶表示装置
１２２  輝度測定手段
１２３  記憶手段
１２４  制御手段
１２５  極性情報 *
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*１２６  液晶駆動手段
１２７  輝度情報
１２８  充電時間指示情報
ΔＶ  ＶｓとＶｄ１との電位差
１４１  画素
１４２  画素
１５１  ゲートドライのシフトクロック
１５２  ゲート駆動波形

【図１】

【図２】 【図３】
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【図４】

【図５】

【図６】

【図８】
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【図７】

【図９】

【図１０】

【図１５】
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